
















 また雑誌記事では Marian Koren「健康な社会のために：オランダの公共図書館と健康・医
療情報」（2007）2）が見つかる。それ以外は，児童サービスについての記事数点だけだ（記事














 オランダ政府統計局（Centraal Bureau voor de Statistiek）の STATLINE4）によると，公共図
書館組織（中央図書館と分館などから構成される単位）は，1999年に 544組織だったもの











 アムステルダム公共図書館の訪問の際，インタビューの冒頭に Hans van Velzen 館長から，
この図書館はアムステルダムおよび近郊の自治体の管理下にあるのではなく，アムステル















































 図書館法人による運営：アムステルダム公共図書館（OBA：Openbare Bibliotheek Amsterdam） 
 公立図書館：マーストリヒト公共図書館（Centre Céramique） 


















に確保されている）。来館者は中央図書館だけで，年間 180 万人（全体 400 万人）である。
この図書館法人は郊外のいくつかの基礎自治体を含め 100 万程度の利用対象者を持つ。 
 もうひとつの特徴は，アムステルダムという立地を意識した国際性だろう（人口の約 45％
は外国出身者）。開館時間は 10:00～22:00 で週末も開いており（週 84 時間），多様な人々
を受け入れ，それぞれのニーズに対応したサービスを用意する。多文化サービスといった
枠組みが存在するのではなく，図書館のサービス全体が多文化として構成されている。 
 また顧客対応や経営効率性にも，十分に意が用いられている。図書館全体では 238.4 人
（フルタイム換算）15）で，中央図書館は，60 人の専門スタッフと 40 人の顧客対応スタッ
フで運営されている。劇場やレストラン・カフェなどが館内にあり，それらの収益は各種
の寄付金とともに，自主財源に組み込まれている。図書館総経費は少し古い数字だが，2006
年ベースで 2000 万ユーロである。 
 
（２）マーストヒト公共図書館 












職員数は 74.5 人，そのうち図書館チームとしては 29.8 人である。ほかに管理者２人，事
















的な 10:30～17:00 である。ただし，水曜日だけ 20:30 まで，週末も４～５時間程度，開い

















































 オランダの公共図書館では図書や CD の貸出サービスなどに課金している。1996 年頃か
ら公共貸与権（public lending right 図書館における著作物の自由な利用について，その対価
を受けとる著者の権利。オランダの場合，公共図書館はその対価を支払わねばならない）
補償金の一部をこれに移替したケースもあるが，図書館法人，公立図書館のいずれにあっ









いるといわれる。2009年の Frank Huysmans と Luc Röst の調査では，登録料は 12.50 ユーロ
から 54 ユーロの間だった22）。しかし図書館の資料を自由に使うためには，大規模の公共図




表１ アムステルダム公共図書館の課金（2013 年）23） 






































OBA の催し 50％割引 

























































 オランダ文化審議会（Raad voor Cultuur）は 1998年に，人々の読書ばなれやメディア・情
報のディジタル化が進展する現状に対応するためには，構築されている分散型図書館ネット
ワークをもっと強力なものにすることが必要であるとの提言を行った。これに基づき公共図
書館改革運営グループ（Stuurgroep Herstructurering Openbaar Bibliotheekwerk: Meijer Committee）





うしたスケールアップにもかかわらず，分館の数については，2000 年に分館数 1074 だった










公共図書館改革運営グループの依頼を受けて，オランダ社会研究所（Sociaal en Cultureel 
Planbureau: SCP）が刊行したものである。 
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